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桜川市長

　中田　裕

新年の　　   ごあいさつ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
２
０
０

６
年
の
新
春
を
迎
え
、
皆
様
方
に

は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
ご
案
内
の
と
お
り
、
昨

年
10
月
1
日
に
、
3
町
村
の
合
併

に
よ
り
、
新
生
「
桜
川
市
」
が
誕

生
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
誕
生
に

至
る
ま
で
に
は
、
多
く
の
皆
様
の

温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
頂
い

た
こ
と
に
対
し
改
め
て
敬
意
を
表

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
伝
統
と
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
た
田
園
文
化
都
市「
桜
川
市
」

の
初
代
市
長
に
10
月
30
日
就
任
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
そ
の
職
責

の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
合
せ
て
「
市あ

な
た民

が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
の
も
と
、
皆
様
と
信
頼
関
係

を
構
築
し
、共
に
責
任
を
分
か
ち
、

担
っ
て
い
け
る
こ
と
に
大
い
な
る

喜
び
と
誇
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
年
を
契
機
と
し

て
、
こ
こ
に
「
桜
川
市
」
の
7
つ

の
創
造
を
提
起
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
の
一
端
を
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
「
自
然
と
都
市
が
調
和
し
た
快

適
で
住
み
よ
い
街
の
創
造
」
…
地

域
間
格
差
の
な
い
都
市
基
盤
の
整

備(

イ
ン
フ
ラ
整
備)

の
充
実
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

②
「
健
や
か
な
人
を
育
む
教
育
、

ス
ポ
ー
ツ
の
街
の
創
造
」
…
個
性

を
認
め
合
い
、
創
造
力
豊
か
で
他

人
を
思
い
や
る
心
を
持
っ
た
人
材

育
成
教
育
の
充
実
を
目
指
し
ま

す
。

③
「
互
い
に
助
け
合
う
心
安
ら
ぐ

街
の
創
造
」
…
地
域
ぐ
る
み
の
子

育
て
支
援
体
制
の
推
進
や
、
一
人

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
、
障
害
の
あ

る
方
々
へ
の
地
域
サ
ポ
ー
ト
の
確

立
や
授
産
施
設
へ
の
支
援
拡
充
を

図
り
ま
す
。

④
「
災
害
や
犯
罪
に
強
い
安
全
、

安
心
の
街
の
創
造
」
…
県
、
警
察

署
、
消
防
本
部
、
市
消
防
団
等
の

協
力
体
制
に
よ
り
「
ご
近
所
の
底

力
再
生
事
業
」
や
「
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
学
校
」
を
開
催
し
、
地
域

ぐ
る
み
の
防
犯
防
災
体
制
の
確
立

を
目
指
し
ま
す
。

⑤
「
人
に
や
さ
し
い
文
化
都
市
の

創
造
」
…
美
し
い
や
す
ら
ぎ
都
市

を
目
指
し
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

や
里
山
、
棚
田
の
保
全
と
文
化
や

祭
り
、
歴
史
遺
産
や
街
並
み
の
継

承
・
保
護
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑥
「
地
域
産
業
や
商
業
農
業
が
元

気
な
生
き
活
き
都
市
の
創
造
」
…

地
場
産
業
で
あ
る
「
石
材
業
」
の

活
性
化
対
策
を
模
索
し
、
中
小
企

業
間
の
異
業
種
交
流
に
よ
る
新
た

な
進
路
を
構
築
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
農
業
生
産
者
や
関
係
機
関
が

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
適
地
適

作
の
産
地
育
成
や
「
桜
川
ブ
ラ
ン

ド
」
の
確
立
、
販
路
の
拡
大
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

⑦
「
市
民
が
主
役
の
街
の
創
造
」

…
新
市
「
桜
川
市
」
の
未
来
を
確

か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
行
政

と
市
民
が
手
を
携
え
て
行
動
す
る

「
協
力
・
協
働
」
の
関
係
を
構
築

し
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
社
会
進

出
の
た
め
に
、
性
別
を
越
え
て
地

域
や
仲
間
が
互
い
に
助
け
合
う
、

男
女
共
同
参
画
先
進
都
市「
桜
川
」

を
目
指
し
ま
す
。

　

以
上
7
項
目
の
創
造
を
提
起
い

た
し
ま
し
た
が
、
地
方
自
治
体
を

取
り
ま
く
情
勢
は
大
変
厳
し
い
状

況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
。
市
民
の

皆
様
と
共
に
知
恵
を
出
し
合
い
、

創
意
工
夫
に
富
ん
だ
ま
ち
づ
く
り

に
職
員
の
先
頭
に
立
っ
て
邁
進
す

る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

桜川市議会議長

　今井　房之助

  

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

  

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
心
も
新
た
に
輝
か
し
い
初
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

  

ま
た
、
日
頃
よ
り
市
政
の
推
進

並
び
に
市
議
会
活
動
に
対
し
ま
し

て
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

  

さ
て
、
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、

10
月
1
日
に
桜
川
市
が
誕
生
し
、

議
会
も
新
し
い
陣
容
が
10
月
7
日

の
臨
時
会
に
お
い
て
決
ま
り
、
初

代
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
本
市
の
発
展
と
住
民
福
祉
の

向
上
の
た
め
専
心
努
力
い
た
す
所

存
で
す
。

  

国
内
の
政
治
に
目
を
向
け
ま
す

と
、
昨
年
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員

総
選
挙
で
は
、
各
政
党
が
揚
げ
た

マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
が
注
目
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
従
来
の
総

花
的
な
公
約
で
は
国
民
に
は
通
用

し
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か

し
国
民
に
対
し
て
明
確
に
期
限
と

財
源
を
示
し
、
誠
実
に
説
明
責
任

を
果
た
せ
ば
、
た
と
え
負
担
増
に

な
っ
た
と
し
て
も
理
解
を
い
た
だ

け
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
、
私
ど
も

桜
川
市
議
会
に
置
き
換
え
て
考

え
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
本

当
に
必
要
な
施
策
は
何
か
、
と
い

う
こ
と
を
常
に
念
頭
に
置
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

  

ま
た
、
国
際
化
、
情
報
化
、
少

子
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
経
済

情
勢
に
お
い
て
、
景
気
は
全
体
と

し
て
回
復
の
傾
向
を
示
し
て
い
る

も
の
の
、
我
が
国
の
財
政
状
況
は

依
然
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
、
当

市
を
取
り
ま
く
環
境
も
厳
し
さ
を

増
し
て
お
り
ま
す
。

  

経
済
規
模
の
拡
大
に
よ
る
産
業

構
造
の
変
化
、
貿
易
自
由
化
促
進

に
伴
う
農
業
環
境
の
厳
し
さ
な

ど
、
私
た
ち
を
取
り
ま
く
社
会
情

勢
は
世
界
的
観
点
で
捉
え
な
け
れ

ば
問
題
の
解
決
が
見
え
て
こ
な
い

よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

  

そ
う
し
た
中
、
地
方
分
権
一
括

法
の
制
定
か
ら
、
分
権
改
革
が
進

め
ら
れ
、
そ
の
道
筋
で
あ
る
「
三

位
一
体
改
革
」
は
、
平
成
18
年
ま

で
の
第
1
期
改
革
に
と
ど
ま
る
こ

と
な
く
、
引
き
続
き
19
年
度
以
降

も
分
権
社
会
の
構
築
に
向
け
て
第

2
期
改
革
と
し
て
更
な
る
改
革
が

推
進
さ
れ
ま
す
の
で
、
地
方
財
政

が
厳
し
い
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
対
応

す
べ
く
、
説
明
責
任
を
負
う
地
方

分
権
時
代
の
中
で
、
議
会
の
果
た

す
役
割
は
大
き
く
か
つ
重
要
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
行

政
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
議

会
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
い
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

  

さ
ら
に
、
本
市
の
将
来
を
担
う

子
供
た
ち
に
ツ
ケ
を
残
す
こ
と
の

無
い
よ
う
に
、
行
政
改
革
を
推
進

し
、
財
政
健
全
化
を
図
り
ま
す
。

そ
し
て
市
民
の
皆
様
の
誰
も
が
住

ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
桜
川
市

を
構
築
す
る
た
め
に
、
私
ど
も
市

議
会
議
員
一
同
、
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

  

ど
う
か
本
年
も
、
昨
年
に
増
す

ご
支
援
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
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10
月
1
日
の
合
併
に
よ
り
桜
川

市
が
誕
生
し
た
こ
と
を
記
念
し

て
、
12
月
11
日
（
日
）、
大
和
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
シ
ト
ラ
ス
）

に
お
い
て
「
桜
川
市
合
併
記
念
式

典
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典

に
は
、
総
務
省
自
治
行
政
局
過
疎

対
策
室
長
、
県
知
事
、
国
会
議
員
、

県
議
会
議
員
、
近
隣
市
町
長
お
よ

び
議
会
議
長
な
ど
、
約
４
０
０
人

の
関
係
者
が
集
ま
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

式
典
は
、
石
川
教
育
長
の
開
式

の
こ
と
ば
で
は
じ
ま
り
、
中
田
市

長
、
今
井
市
議
会
議
長
か
ら
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
そ
の
後
、
今
回
の

合
併
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
平
間

小
四
郎
旧
真
壁
町
長
、
飯
島
輝
信

旧
大
和
村
長
、
中
田
裕
旧
岩
瀬
町

長
の
3
名
の
方
に
、
総
務
大
臣
か

ら
の
『
市
町
村
合
併
功
労
者
総
務

大
臣
表
彰
』
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
引
き
続
い
て
、
市
長
か
ら

合
併
協
議
会
委
員
44
人
に
感
謝

状
、
小
泉
美
裕
さ
ん
（
東
友
部
地

区
）
に
市
名
付
け
親
大
賞
、
田
中

吉
郎
さ
ん
（
高
森
地
区
）
に
市
章

最
優
秀
賞
の
表
彰
状
、
10
月
1
日

出
生
者
の
廣
瀬
瑛え

い
た大

ち
ゃ
ん
（
東

飯
田
地
区
）
と
中
里
優こ

こ
ろ心
ち
ゃ
ん

（
南
飯
田
地
区
）
に
記
念
品
の
贈

呈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
岩
瀬
地
区
の
磯
部
観
世
会
と

岩
瀬
中
央
公
民
館
謡
曲
講
座
の
み

な
さ
ん
19
人
に
よ
る
「
謡
曲 

桜

川
」
が
披
露
さ
れ
、
記
念
式
典
は

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

■
主
な
経
歴
／
下
館
市
立
五
所
小

学
校
校
長
、
茨
城
県
教
育
委
員
会

事
務
局
職
員
、
岩
瀬
町
立
岩
瀬
小

学
校
校
長
、
岩
瀬
町
立
西
中
学
校

校
長
、岩
瀬
町
教
育
委
員
会
委
員
、

岩
瀬
町
教
育
委
員
会
教
育
長

■
主
な
経
歴
／
下
館
市
立
竹
島
小

学
校
校
長
、
関
城
町
立
関
城
中
学

校
校
長
、
下
館
市
立
下
館
小
学
校

校
長
、
大
和
村
教
育
委
員
（
委
員

長
職
務
代
理
者
）

■
主
な
経
歴
／
協
和
町
立
古
里
小

学
校
校
長
、
茨
城
県
教
育
庁
教
職

員
第
一
課
管
理
主
事
、
茨
城
県
県

西
教
育
事
務
所
人
事
課
長
、
下
館

市
立
下
館
中
学
校
校
長
、
真
壁
町

教
育
委
員
会
委
員

■
主
な
経
歴
／
岩
瀬
町
健
康
管
理

課
長
、
同
保
健
福
祉
課
長
、
同
都

市
計
画
課
長
、同
企
画
財
政
課
長
、

同
総
務
課
長
、
岩
瀬
町
教
育
委
員

会
委
員
、
同
教
育
委
員
会
委
員
長

■
主
な
経
歴
／
建
築
設
計
事
務
所

主
宰
、
真
壁
町
議
会
議
員
（
総
務

常
任
委
員
会
委
員
）、
真
壁
町
議

会
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
委
員

長
、
桜
川
市
議
会
議
員
（
総
務
常

任
委
員
会
委
員
）

桜
川
市
合
併
記
念
式
典
を
開
催

磯
部
観
世
会
と
謡
曲
講
座
の
皆
さ
ん
に
よ
る「
謡

曲　
桜
川
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

桜川市誕生の日に生まれた、廣瀬瑛
え い た

大ちゃん（左）と
中里優

こ こ ろ

心ちゃん（右）

教
育
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　

11
月
24
日
に
開
か
れ
た
臨
時
市
議
会
で
、
教
育
委
員
の
任
命
同
意
が
行

わ
れ
、
11
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
教
育
委
員
会
会
議
で
互
選
に
よ
り
教
育

委
員
長
等
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

委員長

持
も ち だ

田 　信
た だ お

乎

委員長職務代理者  

舘
た て の

野　義
よしひさ

久

委　員

田
た さ き

崎 　光
みつのり

紀

委　員

鈴
す ず き

木 　勝
まさる

教育長

石
いしかわ

川 　稔
みのる

桜
川
市
合
併
記
念
式
典
の
模
様
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火
点
め
が
け
て
放
水
開
始

全国消防操法大会茨城県代表選考会
～西茨城地区を代表して第17分団（岩瀬地区）が出場～

　

茨
城
町
の
県
立
消
防
学
校
で
開

催
さ
れ
た
、「
第
20
回
全
国
消
防

操
法
大
会
茨
城
県
代
表
選
考
会
」

に
、
本
市
か
ら
、
第
17
分
団
（
南

飯
田
・
間
中
・
入
野
本
田
・
新
田
・
中

里
地
区
、猪
瀬
秀
樹
分
団
長
）が
出

場
し
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
分
団
は
、
合
併
前
の
西
茨
城

地
区
の
4
市
町
間
で
行
わ
れ
た

「
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技

大
会
西
茨
城
地
区
大
会
」
に
見
事

優
勝
。
今
回
の
出
場
と
な
り
ま
し

た
。
分
団
員
は
、
本
業
を
持
ち
な

が
ら
も
地
域
を
護
る
と
い
う
奉
仕

の
精
神
の
下
、
約
5
ヵ
月
間
に
も

お
よ
ぶ
訓
練
に
耐
え
抜
き
ま
し
た
。

長
い
間
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

■
出
場
選
手
（
敬
称
略
）

指
揮
者　

来く
る
す栖 

宏ひ
ろ
ゆ
き之

（
班
長
）

１
番
員　

来く
る
す栖 

一か
ず
お生

（
団
員
）

２
番
員　

仲な
か
み
か
わ

見
川 

健た
け
し

（
団
員
）

３
番
員　

上う
え
の野 

当ま
さ
の
り紀

（
団
員
）

４
番
員　

和わ

く

い

久
井 

健け
ん

（
団
員
）

補
欠
員　

細ほ
そ
や谷 

善よ
し
あ
き昭

（
団
員
）

　

岩
瀬
地
区
西
部
の
下
泉
・
本
郷

地
区
に
は
、
お
椀
に
高
く
盛
ら
れ

た
ご
飯
を
食
べ
合
う
「
大
飯
ま
つ

り
」
と
呼
ば
れ
る
祭
り
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
地
元
鹿か

し
ま島

神
社
の

氏
子
た
ち
が
、
そ
の
年
の
作
物
の

実
り
を
神
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
人
々
の
健
康
を
願
う
た
め
の

祭
事
で
す
。

　

当
日
は
、
氏
子
た
ち
が
当
番
の

家
に
集
ま
り
、
神
主
に
よ
る
神
事

の
後
に
「
物も

っ
そ
う相

」
と
呼
ば
れ
る
七

合
の
ご
飯
を
、
酢
の
物
や
け
ん
ち

ん
汁
な
ど
を
お
か
ず
に
食
べ
合

う
、奇
に
し
て
愉
快
な
祭
り
で
す
。

分団員のみなさんは、訓練の成果を存分に発揮しました。

大会を終えて市消防団本部役員と17分団のみなさん

七
合
の
山
盛
り
ご
飯
を
食
べ
る

　

〜
五
穀
豊
穰
・
大
飯
ま
つ
り
〜

氏
神
様
の
化
身
と
な
り
、
も
っ
と
食
べ
ろ
、

も
っ
と
食
べ
ろ
と
接
待
す
る
当
番
家
の
主

人
（
下
泉
地
区
）

会場が一段落すると、参加者を笑わせることで福を呼ぶ
という「今

いまはまさま

浜様」（中央）が登場します。（本郷地区）

木
製
の
型
に
入
れ
ら
れ
た
七
合
の
ご
飯
は
、

高
さ
30
㌢
の
山
盛
り
に
な
り
ま
す
。

山
盛
り
の
ご
飯
を
前
に
、
た
じ
た
じ
に
な

る
参
加
者
（
本
郷
地
区
）

この祭りは、師走の風物詩と
して400年の歴史があります。
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ニュース＆トピックス

　東京都新宿区にお住まいの堀越辰五郎さんから、

福祉に役立てて欲しいと、1千万円の寄附金が本市に

提供されました。同氏は、「昭和50年に旧岩瀬町に

リューベ（株）茨城工場を設立し、同時に代表取締

役として就任。以来30年間、道元禅師の説かれた「人

は誰も一人では生きられない 多くの人や物にささえ

られ 生かされることによって生きている その恩に

報いる唯一つの道は 人を生かし物を生かすことであ

る」をモットーとして、工場運営に取り組んでまい

りました。この間、会社が順調に成長することがで

きたのも、ひとえに地域の皆様方のおかげと感謝い

たしております。今回は、地域の皆様に少しでも恩

返し出来ればと思った次第です。」と述べておられま

した。ありがとうございました。

堀越辰五郎さんから1千万円の寄附
堀
越
辰
五
郎
さ
ん
（
左
）
が
来
庁
し
、
中
田
市
長
に
1
千
万
円
の

目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

東京電力（株）下館支社から防犯灯20基の寄贈
東
京
電
力
（
株
）
下
館
支
社　

飯
田
支
社
長
（
左
）
が
来
庁
し
、

中
田
市
長
に
防
犯
灯
20
基
の
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

交通安全母の会岩瀬支部が交通安全功労団体表彰
茨
城
県
交
通
安
全
県
民
大
会
で
交
通
安
全
功
労
団
体
の
表
彰
を
受

け
た
、
桜
川
市
交
通
安
全
母
の
会
岩
瀬
支
部
の
み
な
さ
ん

　東京電力（株）下館支社から、子ども達の安全確

保と夜間通行における安全対策に活用して欲しいと、

防犯灯20基の寄贈がありました。

　これは、同支社が地域貢献活動の一環として昭和

35年から行っているもので、今年で46年目を迎えま

す。今回、寄贈された防犯灯は、市内の未設置道路

に取り付け、より一層の安全で安心な地域社会の実

現に役立てたいと思います。

　桜川市交通安全母の会岩瀬支部が、「第41回茨城

県交通安全県民大会」で交通安全功労団体の表彰を

受けました。この大会は、交通関係者が一堂に会し

交通事故撲滅を誓い合い、安全で快適な交通環境を

つくるために行われるもので、同団体は発足当時か

ら「交通安全は家庭から」の理念に基づき、高齢者

の世帯訪問や交通安全教室を開催するなど、長年に

わたり交通安全思想の普及に努め、地域の交通事故

防止に多大な貢献が認められ今回の表彰となりまし

た。

　野澤章さん（青木地区）と稲葉則夫さん（真壁町

山尾地区）に農林水産大臣感謝状が贈られました。

これは、両氏が農業経営統計調査農家として長年（野

澤さん：１０年／稲葉さん：５年）にわたり、毎日

の現金収支、現物の受け払いや消費、労働時間など

を詳細に記帳し、農業経営の実態を多面的に把握す

るために農林水産省が実施する農林水産統計調査に

多大な貢献をされたことにより、その功績を称え、「統

計の日」記念行事において、関東農政局水戸統計・

情報センター長から伝達されたものです。 

野澤章さん・稲葉則夫さんに農林水産大臣から感謝状
農
業
経
営
統
計
調
査
に
家
族
ぐ
る
み
で
協
力
さ
れ
、
農
林
水
産
大

臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
野
澤
章
さ
ん
（
右
）
と
稲
葉
則
夫
さ

ん
（
左
）

桜川市大和近隣少年野球交流大会で大和ファイターズが優勝
桜
川
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
和
近
隣
少
年
野
球
交
流
大
会
で
優

勝
し
た
、
大
和
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
（
大
和
地
区
）
の
み
な
さ
ん

第1回桜川市まかべオープンゴルフ大会
ネ
ッ
ト
の
部
で
優
勝
し
た
、
宮
本
弘
さ
ん
（
大
国
玉
地
区
）

　大和運動場と真壁運動場を会場に開催された、「桜

川市スポーツ少年団大和近隣少年野球交流大会」で、

本市から参加の大和ファイターズ（大和地区）が優勝・

樺穂ブルージェイズ（真壁地区）が準優勝・真壁ピ

ーチスターズ（真壁地区）が3位という好成績を収め

ました。大会には、本市をはじめ近隣市町から計２

０チームが参加。2日間にわたり熱戦が繰り広げられ

ました。結果、本市のチームが上位を独占しました。

【期　日】10月27日（木）

【参加者】111人

【結　果】　　［ネットの部］　　　　　［グロスの部］

　優　勝　　宮本　　弘（写真右）　大山　和則　

　準優勝　　渡辺　一夫　　　　　　岩渕　博文　

　第３位　　大山　和則　　　　　　松野　貞夫　

　第４位　　町田　　功　　　　　　赤城　正夫　

　第５位　　高松　洋一　　　　　　島田　文夫　 

                                           　　　　（敬称略）

News & Topics ニュース＆トピックス
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募　

集

　
　
　

総
務
課
行
政
改
革
推
進
室

　

一
緒
に
「
行
革
」
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
市
は
、
市
の
行
政

全
般
を
見
直
す
行
財
政
改
革
大
綱

の
策
定
や
そ
の
実
施
に
市
民
の
意

見
を
反
映
す
る
た
め
「
行
財
政
改

革
推
進
委
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

地
方
分
権
時
代
に
お
け
る
簡
素
で

効
率
的
な
行
政
と
市
民
参
加
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
活
動
内
容
／
月
1
回
程
度
開
か

れ
る
委
員
会
で
、
行
財
政
改
革
大

綱
の
内
容
や
行
政
改
革
の
推
進
に

つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

■
委
員
構
成
／
公
募
選
任
さ
れ
た

市
民
、
各
種
団
体
・
市
議
会
議
員
、

知
識
経
験
者
の
計
20
人

応
募
条
件 

・
申
込
時
の
年
齢
が
20
歳
以
上
の

　

人
で
本
市
に
引
き
続
き
1
年
以

　

上
居
住
し
、
本
市
に
住
所
が
あ

　

る
人

・
本
市
の
審
議
会
等
の
委
員
と
な

　

っ
て
い
な
い
人

・
本
市
の
職
員
又
は
市
議
会
議
員

　

で
な
い
人

・
委
員
会
の
会
議
（
月
1
回
程
度

　

で
平
日
の
午
後
）
に
出
席
で
き 

　

る
人

■
募
集
人
数
／
5
人
以
内
（
書
類

選
考
に
よ
り
決
定
）

■
任
期
／
平
成
18
年
2
月
か
ら
2

年
間

■
申
込
み
／
公
募
申
込
用
紙
は
、

桜
川
市
役
所
総
務
課
行
政
改
革
推

進
室
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
。

■
申
込
期
限
／
1
月
31
日
（
火
）

※
メ
ー
ル
、
郵
送
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

■
問
合
先
／
桜
川
市
総
務
課
行
政

改
革
推
進
室
（
☎
０
２
９
６‒

58‒

５
１
１
１
・
内
線
１
２
１
６
）

　
　
　
　
　

茨
城
県
陶
芸
美
術
館 

■
勤
務
内
容
／
来
館
者
に
対
す
る

展
示
品
・
資
料
の
解
説
、
お
よ
び

館
内
の
案
内
、
入
場
券
の
販
売
等

応
募
資
格                      

・
年
齢
／
20
歳
〜
30
歳
未
満

・
学
歴
／
短
期
大
学
卒
業
程
度
の

　

学
力
を
有
す
る
こ
と
。

・
通
勤
／
当
館
ま
で
の
通
勤
が
可

　

能
で
、
土
日
祭
日
出
勤
が
可
能

　

な
こ
と
。

・
事
前
研
修
に
全
日
程(

３
月
中

　

の
1
週
間
程
度
（
県
の
規
程
に

　

よ
り
日
当
を
支
給)

参
加
で
き

　

る
こ
と
。

■
募
集
／
若
干
名

■
雇
用
期
間
／
4
月
1
日
〜
平
成

19
年
3
月
31
日
ま
で(

継
続
雇
用

有
り)

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
茨
城
県
陶

芸
美
術
館
企
画
管
理
課
（
〒
３
０

９‒

１
６
１
１
笠
間
市
笠
間
２
３

４
５
・
☎
０
２
９
６‒

70‒

０
０
１

１
）

　
　
　
　
　

秘
書
広
報
課 

　

皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
す

る
た
め
に
、
市
長
と
語
り
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
話
題
は
な
ん
で
も

結
構
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す

■
日
時
／
1
月
24
日
（
火
）
９

:

00
〜
16:

00

■
場
所
／
桜
川
市
岩
瀬
庁
舎
（
1

階
会
議
室
）

■
問
合
先
／
桜
川
市
秘
書
広
報
課

（
☎
０
２
９
６‒

58‒

５
１
１
１
・

内
線
１
２
６
７
）

※
次
回
の
『
市
民
の
日
』
は
、
2

月
21
日
（
火
）
大
和
中
央
公
民
館

で
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

桜
川
警
察
署

　

１
１
０
番
は
、
警
察
へ
の
緊
急

通
報
手
段
で
す
。

携
帯
電
話
で
１
１
０
番
す
る
と
き

は  ■
場
所
の
特
定
が
難
し
い
た
め
、

目
標
と
な
る

・
学
校
／
病
院
／
銀
行
／
バ
ス
停

　

／
交
差
点
／
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

　

ド
／
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

　

ー
な
ど
の
名
称
（
店
舗
名
）
を

　

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
付
近
に
目
標
物
が
な
い
と
き
は

・
東
京
電
力
電
柱
番
号
／
自
動
販

　

売
機
住
所
ス
テ
ッ
カ
ー
の
住
所

　

が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
桜
川
警
察
署
（
☎
０

２
９
６‒

55‒

０
１
１
０
代
表
）

１
月
の

　

納
税
・
保
険
料

市
県
民
税　
　
　

   　

４
期

納
期
限
： 

1
月
31
日
（
火
）

 

市
税
は
納
期
内
に
納
め
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
簡
単

で
便
利
な
納
付
方
法
と
し
て
、
口

座
振
替
制
度
が
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

行
財
政
改
革
推
進
委
員
募
集

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ア
シ
ス
タ
ン
ト

募
集

お
知
ら
せ

市
長
と
語
る
「
市
民
の
日
」

急
ぐ
ほ
ど　

正
し
く　

は
っ
き

り
１
１
０
番

8さくらがわ　2006.1.1さくらがわ　2006.1.19



関
東
信
越
税
理
士
会
下
館
支
部

の
税
理
士
が
、
2
月
1
日
（
水
）

〜
3
月
10
日
（
金
）
ま
で
、
ス
ピ

カ
6
階
に
お
い
て
無
料
で
所
得

税
・
消
費
税
の
申
告
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

な
お
、
受
付
時
間
は
、
９:

30
〜

15:

30
（
12:

00
〜
13:

00
ま
で

は
、
申
告
相
談
は
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。）
で
土
、
日
、
祝
日
は
閉

庁
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
の
確
定
申
告
期
間
中
に
実

施
し
た
、
日
曜
日
の
確
定
申
告
の

相
談
・
申
告
書
の
受
付
は
、
本
年

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
願
い
ま
す
。

な
お
、2
月
19
日（
日
）・
26
日（
日
）

に
つ
き
ま
し
て
は
、
水
戸
税
務
署

（
☎
０
２
９‒

２
３
１‒

４
２
１
１
）

に
お
い
て
電
話
相
談
を
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://

w
w
w
.nta.go.jp)

で
、
所
得
税
の

確
定
申
告
書
、
決
算
書
・
収
支
内

訳
書
及
び
消
費
税
の
確
定
申
告
書

が
作
成
で
き
ま
す
。

ま
た
、
税
に
関
す
る
質
問
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
お
答
え
す
る
「
タ

ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」
も
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。(http://w

w
w
.ta

xanser.nta.go.jp)

申
告
書
の
提
出
の
み
の
方
は
、

下
館
税
務
署
あ
て
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
先
／
下
館
税
務
署 

個
人

課
税
部
門
（
〒
３
０
８-

８
６
０

８ 

筑
西
市
二
木
成
８
２
３-

２
／

☎
０
２
９
６-

25-

２
９
８
１
）

　

税
務
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

　
　

市
県
民
税
の
申
告
相
談
は
、

　

大
和
・
岩
瀬
・
真
壁
庁
舎
の
3

　

ヶ
所
で
例
年
ど
お
り
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
広

　

報
さ
く
ら
が
わ
」
2
／
1
号
に

掲
載
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
桜
川
市
役
所
大
和

庁
舎 

税
務
課
市
民
税
第
一

係
（
☎
０
２
９
６-

58-

５
１
１

１
／
内
線
１
１
２
１
・
１
１
２
２
）

《
下
館
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
》

申告相談会場は、下館駅北口「スピカ」６階
「コミュニティプラザ」に変更になりました。

桜
川
市
の
確
定
申
告
相
談

会
場
／
下
館
駅
北
口「
ス
ピ
カ
」

　
　
　
　

6
階「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
」

　
　
　
　
　
　
（
下
記
地
図
参
照
）

開
設
期
間
／
２
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　

〜
３
月
31
日
（
金
）

　
　

期
間
中
は
、
下
館
税
務
署
で
は
申
告
相

談
を
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

な
お
、
受
付
時
間
は
、
9
：
00
〜
16
：

00
（
12
：
00
〜
13
：
00
ま
で
は
、
申
告

相
談
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
申
告

書
の
受
付
と
申
告
書
用
紙
の
配
布
な
ど

は
行
っ
て
お
り
ま
す
。）
で
、
土
・
日
・

祝
日
は
閉
庁
し
て
お
り
ま
す
。

　　
平
成
17
年
分
の

所
得
税
の
確
定
申
告

　

受
付
期
間
／
２
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

〜
３
月
15
日
（
水
）

平
成
17
年
分
の

消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
の
確
定

申
告

　

受
付
期
間
／
２
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

〜
３
月
31
日
（
金
）
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健康推進課（岩瀬福祉センター内）/（☎0296-75-2486）

大和庁舎保健推進課（☎0296-58-5111　代表）
２月の健診等
月 日 種 目 対 象 児 受付時間 持 参 す る 物

２/ ８（水） 三種混合Ⅰ期ー追加

H15.１月～H16.４月

生または90か月未満

の未接種者
13：30～14：00 母子健康手帳・予診票

２/ ９（木） B C G Ｈ17.９月～10月生 13：30～14：00 母子健康手帳・予診票

２/１７（金）
遊びの教室

（会場：やまと幼稚園）
概ね２歳以上 9：30～11：00

２/２２（水） 乳児相談（4～6か月児） H17.８月～10月生 13：15～13：45 母子健康手帳

２/２３（木） 1歳6か月児健診 H16.６月～８月生 13：15～13：45 母子健康手帳・予診票

■会場：大和体力増進センター /予防接種、乳児相談等の該当者には通知いたします。

健 康 ドイ
ガ

２月の乳幼児健診と教室
月 日 種 目 対 象 児 受付時間 持 参 す る 物

２/ ７（火）

3か月児育児相談、

ブック・スタート

B C G

H17.10月生または６

か月未満の未接種者
13：00～13：10

母子健康手帳/出生届時配

布した問診票（３か月児育

児相談：ピンク色の用紙、

BCG予防接種：ブルーの用

紙）

２/ ８（水） ★よちよちランド 1.6歳～４歳児未満 10：00～11：00

２/１３（月） 三種混合（もれ者）

H15.７月1日～H16.６

月30日生または90か

月未満の未接種者

13：30～14：00
母子健康手帳/予診票/体温

計

２/１４（火） 1歳6か月児健診 H16.６月・７月生 13：00～13：30
母子健康手帳/通知した内容

のもの

２/１７（金） ★２歳6か月児歯科健診 H15.８月・９月生 13：00～13：30

母子健康手帳/タオル/コッ

プ/歯ブラシ（子ども用と

仕上げみがき用）

２/２７（月） ★お誕生健診 H17.２月生 13：00～13：30 母子健康手帳

■会場：岩瀬福祉センター /★印のついている健診・教室は個別通知はいたしません。

対象：岩瀬地区の方

対象：大和地区の方

休日診療当番医
月 日 医療機関名 住 所 ☎ 受付時間

２/ ５（日） 友常医院 岩瀬205 7 5 - 2 0 2 3 ９：００

 １７：００

（保険証は

必ず持参）

２/１１（土） 山王病院 岩瀬42 7 5 - 0 6 0 0

２/１２（日） 上の原病院 上野原地新田159-2 7 5 - 3 1 2 8

２/１９（日） 山王病院 岩瀬42 7 5 - 0 6 0 0

２/２６（日） 平島医院 岩瀬198 7 5 - 2 5 1 0

※県西総合病院は、全休日・休日当番を行っています。

保健福祉課（真壁保健センター内）/（☎0296-54-1171）
２月の健康づくりカレンダー
月 日 種 目 対 象 児 受付時間 備 考

２/ ２（木） ２歳児歯科教室
H15.12月～H16.１月

生
13：10～13：30

２/ ６（月）
すくすく広場 9：30～11：30

お母さん、お子さんの仲間

づくり

すくすく育児相談 10：00～11：00 身体測定等

２/ ８（水） 三種混合Ⅰ期初回ー2回目 H17.６月～７月生 13：30～14：00

２/ ９（木）
ポリオ　１回目

ポリオ　２回目

H17.８月～９月生

H17.４月～５月生

13：00～14：00

13：00～14：00

２/１３（月） いきいき健康相談 10：30～11：00
健康管理・病気に関する相

談

２/１６（木） ３歳児健診 H14.11月～12月生 13：10～13：30

３歳児健診は、合併による

対象児調整のため一部変更

しています。なお対象児に

は個人通知致します。

２/１７（金） マタニティクラス Lesson２ 9：15～ 要予約

２/２０（月） すくすく広場 9：30～11：30
お母さん、お子さんの仲間

づくり

２/２１（火） こころのデイ・ケア 9：30～11：30
要予約/社会参加力をつけ

る活動

２/２４（金） ５か月児健診 H17.９月～11月生 13：10～13：30

５か月児健診は、合併によ

る対象児調整のため一部変

更しています。

■会場：真壁保健センター
　※２月10日（金）予定の日本脳炎予防接種は中止です。

対象：真壁地区の方

休日診療当番医
月 日 医 療 機 関 名 住 所 ☎ 受 付 時 間

２/ ５（日） 塚田医院 飯塚97-1 5 5 - 0 5 8 5 ９：００

 １５：３０

（保険証は

必ず持参）

２/１１（土） 田崎医院 田268-2 5 5 - 2 5 1 1

２/１２（日） 阿部田医院 亀熊123-1 5 5 - 0 3 0 5

２/１９（日） 根本医院 真壁202 5 5 - 0 0 2 7

２/２６（日） つくし野クリニック 椎尾2022 2 0 - 7 7 5 5

２ 月 分

〜

〜
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今
年
の
干
支
は
丙

ひ
の
え
の
い
ぬ

戌
で
す
。
戌

年
に
ち
な
ん
で
戌
（
犬
）
に
関
す

る
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　

＊　
　
　
　
　

＊

① 

磯
部
稲
村
神
社
が
所
蔵
す
る

木
造
狛
犬
（
県
指
定
文
化
財
）。

ケ
ヤ
キ
材
の
一
木
造
り
で
、
室
町

時
代
末
期
の
も
の
で
す
。
前
足
を

引
き
上
体
を
起
こ
し
精
悍
な
フ
ォ

ル
ム
を
し
て
い
ま
す
。

② 

西
小
塙
地
区
二
所
神
社
の
木

造
狛
犬
（
県
指
定
文
化
財
）。
素

材
は
杉
材
、
手
法
も
す
ぐ
れ
、
目

と
口
中
に
わ
ず
か
に
彩
色
の
あ
と

が
残
っ
て
い
ま
す
。

③ 

真
壁
町ち

ょ
う

山
尾
地
区
の
五
所
駒

瀧
神
社
の
石
造
狛
犬
。
石
工
久
保

田
吉
兵
衛
、
元
周
が
制
作
し
た
も

の
で
、
明
治
元
（
１
８
６
８
）
年

の
作
。
傑
出
し
た
迫
力
あ
る
作
品

で
す
。

④ 
真
壁
町ち

ょ
う

塙
世
の
八
柱
神
社
本

殿
（
県
指
定
文
化
財
）
の
彫
刻
。

唐か

ら

こ子
遊
び
の
中
の
「
闘
犬
」。
犬

に
興
じ
る
子
ど
も
た
ち
の
表
情
が

生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。

⑤ 

真
壁
町ち

ょ
う

真
壁
下
宿
密
弘
寺
の

不
動
堂
（
国
登
録
文
化
財
）
を
飾

る
犬
の
彫
刻
。
蟇

か
え
る
ま
た股

彫
刻
の
う
ち

の
一
つ
で
、
子
犬
の
愛
ら
し
い
表

情
が
よ
く
出
て
い
ま
す
。

　

初
詣
で
の
折
り
に
、
狛
犬
や
犬

の
彫
刻
を
探
す
楽
し
み
を
加
え
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

歴
史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り

No.3
☎　0296-55-0556
FAX 0296-20-7108

磯
部
稲
村
神
社
の
木
造
狛
犬

西小塙地区二所神社の木造狛犬

「
桜
川
市
の
文
化
財
写
真
展

筑
波
山
西
北
麓
の
歴
史
と
文
化
」

　

資
料
館
で
は
新
市
発
足
に
あ
た

り
、企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
地
元
の
貴
重
な
文
化
財
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
指
定
文

化
財
の
写
真
に
よ
る
紹
介
で
す
。

　

南
は
筑
波
山
か
ら
北
は
富
谷

山
・
雨
巻
山
ま
で
の
山
麓
に
は
古

く
由
緒
あ
る
社
寺
が
点
在
し
、
国

7
・
県
49
・
市
66
、
計
１
２
２
件

と
い
う
数
多
く
の
文
化
財
が
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

　

会
場
に
は
発
掘
さ
れ
た
土
器
や

古
文
書
な
ど
も
展
示
し
て
い
ま

す
。
豊
か
な
自
然
と
と
も
に
息
づ

く
歴
史
文
化
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

　

各
コ
ー
ナ
ー
の
「
資
料
館
お
す

す
め
の
一
品
」
は
、
是
非
、
じ
っ

く
り
見
て
頂
き
た
い
資
料
で
す
の

で
、
お
見
逃
し
な
く
！

真
壁
町ち

ょ
う

山
尾
地
区
の
五
所
駒
瀧
神
社
の
石
造
狛
犬

真
壁
町ち

ょ
う

下
宿
密
弘
寺
の
不
動
堂
を
飾
る
犬
の
彫
刻

真
壁
町ち

ょ
う

塙
世
の
八
柱
神
社
本
殿
の
彫
刻

展
示
の
ご
案
内

①

③

②

⑤ ④
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BOOK INFORMATION

《児童図書》
おしりが４つしっぽが５本

《一般図書》　　　　　　　　
とっても不幸な幸福

地球のまわる音を聞きながら

七人の弁慶

花咲くうた

心が雨漏りする日には

子どもに教えたくなる算数

anego

赤い水、黒い水

幕末歴史散歩

【今月のおすすめ図書】

山中　　恒

畠中　　恵

原　　水音

森　　　詠

俵　　万智

中島　らも

栗田　哲也

林　眞里子

鷺沢　　萌

一坂　太郎

新 刊 図 書 内案

貸出期間　２週間（1人5冊まで）
開放時間　9：00～17：00
休 館 日　月曜日・祝祭日
問 合 先　☎0296－58－7117

降臨の群れ
船戸　与一

《児童図書》

かいぞくポケット

　　　　（１～20巻）

《一般図書》

21世紀版風水が教える強運家相

Dr.コパの運と才能を伸ばす親と子の風水術

Dr.コパのなぜか人間関係がうまくいく人の風水術

Dr.コパの風水開運ベストインテリア

Dr.コパの風水で365日幸せ体質になる本

Dr.コパのなぜかお金がたまる人の風水術

【今月のおすすめ図書】

寺村　輝夫　作

永井　邦子　絵

小林　祥晃

小林　祥晃

小林　祥晃

小林　祥晃

小林　祥晃

小林　祥晃

貸出期間　２週間（1人5冊まで）
開放時間　9：00～17：00
休 館 日　月曜日・祝祭日
問 合 先　☎0296－75－0344

冬のソナタは終わらない
ユン・ソクホ

《児童図書》
花になった子うし

ぼくとタロー

ピチャとポチャ（水の子の冒険旅行）

名探偵ポワロとミス・マープル（全6巻）

ハロー！・オズワールド

がんばりこぶたのブン

おひさまようちえんのひみつのともだち

《一般図書》
花まんま

震度０

'05年版ベスト・エッセイ集　片手の音

昭和の暮らし　写真ものがたり

容疑者Xの献身

恋バナ赤

A2Z（エイ・トウ・ズイ）

【今月のおすすめ図書】

こやま峰子・高橋宏幸

森野さかな

ナーネ・アナン

アガサ＝クリスティー

ダン・ヤッカリーノ

たかどのほうこ

斉藤栄美・岡本　順

朱川　湊人

横山　秀夫

日本エッセイストクラブ

須藤　　功

東野　圭吾

Yosi

山田　詠美

貸出期間　本：２週間（1人5冊）/
　　　　　ビデオ：１週間（１人１本）
開放時間　9：00～17：00
休 館 日　月曜日・祝祭日
問 合 先　☎0296－55－0159

まどさんの詩の本
まど・みちお　長新太

真壁中央公民館図書室

岩瀬中央公民館図書室

大和中央公民館図書室
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【
岩
瀬
俳
句
会
「
河
」】

知
り
人
に
叙
勲
の
沙
汰
や
菊
薫
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
た
か
子

沖
雲
の
切
れ
て
ま
ば
ゆ
し
神
還
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桧
佐　

て
る

久
に
逢
ふ
弟
も
て
な
す
む
か
ご
飯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

は
る

芋
煮
会
ま
ね
て
独
り
の
厨
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

フ
ク

冬
蝶
の
残
る
力
で
翔
び
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
代
み
ち
よ

温
め
酒
句
論
を
交
す
よ
し
を
亡
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

啓
治

花
過
ぎ
の
茎
あ
を
あ
を
と
曼
珠
沙
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

い
し

さ
ま
ざ
ま
の
思
ひ
は
ぐ
く
む
鰯
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
山
ひ
ろ
子

収
穫
の
終
え
し
梨
棚
髙
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
田
喜
与
子

ゆ
る
や
か
に
折
り
返
す
道
冬
木
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
田
と
う
女

施
無
畏
山
い
ま
は
な
れ
ん
と
冬
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仁
平　

房
女

物
干
し
て
つ
い
で
に
踏
み
ぬ
霜
柱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
色
寿
美
女

余
生
な
ど
さ
ら
さ
ら
忘
れ
豆
を
打
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

萩
原
き
し
の

　
【
茂し

げ
や
ま山

俳
句
会
】

駐
在
の
自
転
車
で
来
る
野
菊
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
崎　

い
ま

老
い
た
れ
ど
弾
む
日
も
あ
り
栗
お
こ
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
根　

幸
子

妻
病
ん
で
夜
長
さ
く
さ
く
米
を
研
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
田　

祥
雲

音
に
色
あ
れ
ば
灰
色
十
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本　

芳
江

霜
月
や
床
に
一
壷
の
影
淡
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
倉　

寂
峰

年
金
の
減
額
通
知
秋
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
見　

菊
江

出
番
ま
で
眠
り
こ
け
て
る
七
五
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
林　

て
る

さ
つ
ま
藷
買
ふ
て
戦
後
に
思
ひ
馳
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
関　

く
に

火
の
色
の
も
み
ぢ
の
庫
裏
の
火
伏
札

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
老
沢
静
夫

草
叢
に
露
草
彩
を
ひ
き
た
て
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
崎　

信
子

初
茸
の
木
の
葉
か
ぶ
り
の
二
つ
ほ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
原　

秀
子

雨
足
の
ふ
と
遠
の
き
て
神
の
留
守

                       　
　
　
　
　

 

向
後　

礼
子

運
動
会
来
て
ね
と
文
字
の
た
ど
た
ど
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉　
　

健
作

鶏
頭
の
朱
の
直
立
や
意
地
通
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
坂　

洋
子

上
棟
の
御
幣
は
た
は
た
鴨
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲
葉　

キ
ク

秋
遍
路
卒
寿
媼
の
歩
み
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
田　

文
子

種
採
る
や
夫
丹
精
の
花
の
メ
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
井　

繁
子

歳
時
記
に
ル
ー
ペ
ひ
と
り
の
秋
灯

　

「
お
正
月
に
は
凧た

こ

あ
げ
て
、
こ
ま
を
ま

わ
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
」
は
、
明
治
時
代

の
唱
歌
「
お
正
月
」（
東

ひ
が
し

く
め
作
詞
・
滝た

き

廉れ
ん
た
ろ
う

太
郎
作
曲
）
の
一
節
。
こ
ま
（
独
楽
）

は
鉄
製
の
心
棒
を
さ
し
た
逆
円
錐
形
の
木

製
玩
具
で
、巻
い
た
紐ひ

も

で
回
転
さ
せ
ま
す
。

　

大
き
な
独
楽
を
回
す
の
は
、
男
の
子
が

楽
し
む
正
月
の
遊
び
で
し
た
。

　

独
楽
は
コ
マ
ツ
ブ
リ
の
略
で
、
ツ
ブ
リ

は
円
い
も
の
を
意
味
す
る
ツ
ブ
ラ
と
同
系

の
語
で
す
。
コ
マ
は
、
高こ

ま麗
（
古
代
朝
鮮

の
国
名
）
か
ら
渡
来
し
た
た
め
と
さ
れ
て

い
ま
す
。「
独
楽
」
と
書
く
の
は
「
ひ
と

り
楽
し
む
」
と
い
う
意
味
の
漢
語
を
当
て

た
も
の
で
し
た
。

　
「
べ
い
ご
ま
」「
ば
い
ご
ま
」
が
変
化
し

た
言
葉
。
江
戸
時
代
前
期
か
ら
、
巻
き
貝

の
一
種
「
バ
イ
（
貝
・
海
螺
）」
の
殻
を

切
り
、
重
く
す
る
た
め
に
鉛
を
詰
め
た
独

楽
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
鉛
の
ほ
か
に
鑞ろ

う

を

入
れ
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
ら
い
や
空
き
箱
の
上
に
、
ご
ざ
を
敷

い
て
へ
こ
み
を
つ
く
り
、
紐
を
巻
い
て
回

す
「
べ
い
ご
ま
」
は
、
強
く
ぶ
つ
け
合
っ

て
優
劣
を
競
う
遊
び
。
の
ち
に
は
、
貝
を

使
わ
ず
、
形
が
似
た
鋳い

も

の物
製
の
も
の
が
、

お
も
ち
ゃ
屋
で
売
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

桜
川
文
芸

俳　

句

                                           

　
「
か
が
み
」
は
光
の
反
射
を
利
用
し
て
、

姿
や
形
を
映
し
て
見
る
道
具
。
語
源
と
し

て
は
、
光
の
赫か

が

や
き
を
見
る
「
赫
見
」
の

意
、
あ
る
い
は
も
の
の
面
影
を
見
る
「
影

見
」
の
転
と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
。

　

青
銅
な
ど
金
属
製
の
か
が
み
（
鏡
・
鑑
）

は
、
中
国
か
ら
渡
来
し
た
も
の
。
「
鏡
」

は
竟

き
ょ
う

（
も
の
の
姿
形
）
を
映
す
金
属
器
を

指
し
、
古
く
は
金
属
の
監か

ん

（
水
の
入
っ
た

盤
）
を
の
ぞ
く
「
鑑
」
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

ガ
ラ
ス
を
用
い
た
鏡
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
普

及
し
た
の
は
、17
世
紀
以
後
の
こ
と
で
す
。

　

日
本
で
は
古
代
か
ら「
鏡
は
神
の
正
体
」

と
し
て
神
社
の
御
神
体
と
さ
れ
、
神
聖
な

祭
具
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
知
恵
の
鏡
」
は
、
知
恵
の
す
ぐ
れ
た

こ
と
を
鏡
に
例
え
た
表
現
。
ま
た
、「
昔

は
今
の
鏡
」
と
い
え
ば
、
歴
史
上
の
出
来

事
が
、
現
代
で
も
お
手
本
に
な
る
意
味
に

用
い
ら
れ
ま
す
。

　

鏡
の
よ
う
に
円
い
大
小
の
餅も

ち

を
重
ね
た

「
鏡
餅
」
は
、
新
年
用
の
「
お
供
え
」。
江

戸
時
代
か
ら
正
月
20
日
（
の
ち
11
日
）
に

は
、
鏡
餅
を
割
っ
て
雑
煮
や
汁
粉
に
し
て

食
べ
ま
し
た
。「
割
る
」
の
忌
み
言
葉
「
開

く
」
を
使
う
「
鏡
開
き
」
の
風
習
は
、
今

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

鏡　

開　

き

べ
い
ご
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

服
部　

海
童

返
り
花
人
影
も
な
き
門
が
ま
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
田　

あ
や

絢
爛
の
に
ほ
ひ
は
な
く
て
曼
珠
沙
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
山　
　

昭

　
【
真
壁
短
歌
会
】

名
月
を
惜
し
み
て
覚
め
し
夜
半
の
庭

水
底
に
似
し
蒼
き
光か

げ

踏
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
村　

次
雄

夜
を
こ
め
て
鳴
く
虫
の
音
に
わ
が
こ
こ
ろ

と
き
に
癒
や
さ
れ
と
き
に
傷い

た

む
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

栄
子

診
察
を
待
つ
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
見
舞
い
た
る

美
青
年
に
老
ら
笑
顔
に
て
迎
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　
　

要

稲
田
よ
り
は
い
上
り
来
る
亀
の
い
て

朝
ゆ
く
吾
の
行
く
て
さ
え
ぎ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
村　

ヤ
ス

稲
刈
り
の
終
わ
り
し
夕
べ
流
れ
ゆ
く

さ
わ
や
か
な
風
に
疲
れ
忘
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根
本　

英
子

妻
の
座
も
母
の
座
も
は
や
通
り
す
ぎ

年
ご
と
老
い
を
徒た

だ

に
増
す
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

和
子

残
暑
強
く
庭
の
花
々
萎い

ゆ
れ
ど
も

夕
べ
の
月
に
甦か

え

り
色
冴
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
本
と
よ
子

ピ
ン
く
わ
え
長
き
髪
手
入
れ
す
る
友
の

う
な
じ
に
著し

る

き
ほ
く
ろ
が
二
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
ハ
ル
エ

金
星
の
力
士
の
荒
息
消
え
ぬ
頬

汗
は
ラ
イ
ト
に
光
り
て
流
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
田　

芳
江

真
夏
日
を
恙
無
く
過
ぎ
露
置
け
る

朝あ
さ
す
ず凉
の
芝
の
優
し
さ
を
踏
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根
本
よ
し
子

昭
和
の
世
わ
か
り
合
う
人
少
な
く
て

手
元
に｢

つ
ぶ
や
き
ノ
ー
ト｣

を
作
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
田　

君
江

　
【
一
般
投
稿
】

農
魂
の
碑
は
枯
葦
に
埋
も
れ
て

桜
川
辺
も
冬
に
入
り
た
り

　
　
　

真
壁
町ち

ょ
う

東
矢
貝
地
区　

藤
田　

光
義

生
れ
た
て
空
気
を
吸
っ
て
朝
の
道

味
噌
汁
の
匂
い
風
に
乗
り
く
る

　
　
　
　
　
　

西
飯
岡
地
区　

大
山　

し
げ

叢
雲
の
ふ
た
つ
を
退
け
し
青
空
は

桜
川
市
の
こ
こ
ろ
と
も
が
な

　
　
　
　
　
　
　

坂
本
地
区　

藤
田　

基
規

秋
晴
れ
に
歌
会
集
い
に
参
加
し

皆
緊
張
の
姿
に
ペ
ン
を
走
ら
せ

　
　
　
　
　

西
小
塙
三
地
区　

小
山　

ユ
ミ

古
い
に
し
え

の
歌う

た
ま
く
ら枕

な
り
し
桜
川

今
は
市
名
と
な
る
ぞ
懐ゆ

か

し
き

　
　
　
　
　
　
　

青
木
地
区　

鈴
木　

敏
栄

　
【
ま
か
べ
俚
謡
会
】

紅
葉
長
持
ち
小
春
日
和
り
の

車
窓
舞
い
込
む
山
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南　
　

誠
山

鏡
池
か
ら
霞
が
浦
へ

末
は
広
が
る
桜
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
く
志
輝
美

結
城
紬
の
帯
解
く
影
を

の
ぞ
く
離
れ
の
月
あ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲
葉　

建
正

主
に
忠
誠
誓
っ
た
犬
が

尻
尾
振
り
ふ
り
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田　
　

哲
人

俚　

謡

短　

歌
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第
33
回
花
と
緑
の
環
境
美
化
コ

ン
ク
ー
ル
（
主
催:

大
好
き
い
ば

ら
き
県
民
会
議
・
茨
城
県
・
茨
城

県
教
育
委
員
会
）
で
、
真
壁
高
等

学
校
が
茨
城
県
教
育
委
員
会
教
育

長
賞
・
大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会

議
会
長
賞
（
特
別
奨
励
賞
）、
坂

戸
小
学
校
が
大
好
き
い
ば
ら
き
県

民
会
議
理
事
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

真
壁
高
等
学
校
は
、
環
境
美
化

と
豊
か
な
心
を
育
む
教
育
の
一
環

と
し
て
、
生
徒
・
教
職
員
・
保
護

者
の
3
者
が
一
体
と
な
り
「
花
と

緑
の
環
境
美
化
推
進
委
員
会
」
を

組
織
。
サ
ル
ビ
ア
・
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
・
ア
サ
ガ
オ
な
ど
を
プ
ラ
ン

タ
ー
や
花
壇
に
定
植
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
花
壇
に
苗
を
提
供

し
た
り
、
プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
の
花

を
提
供
す
る
な
ど
、
地
域
と
の
交

流
に
努
め
ま
し
た
。

　

坂
戸
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
堆

肥
づ
く
り
か
ら
は
じ
ま
り
、
ペ
チ

ュ
ニ
ア
・
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど

を
花
壇
や
プ
ラ
ン
タ
ー
に
定
植
。

そ
れ
を
１
５
０
㍍
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ

ー
ド
と
50
㎡
の
花
壇
に
配
し
ま
し

た
。
1
人
1
プ
ラ

ン
タ
ー
形
式
お
よ

び
学
年
を
超
え
た

協
力
体
制
で
世
話

を
し
ま
し
た
。
ま

た
、
途
中
経
過
や

成
果
を
讃
え
る
校

内
コ
ン
ク
ー
ル
も

行
い
ま
し
た
。
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【表紙】紫尾小学校で、もち
つき大会
　児童たちは、農業を理解する
ために取り組んできた田植えや
稲刈りを通して収穫したもち米
を、保護者らの指導を受けなが
ら、もちつきをしました。出来
上がったもちは、雑煮にして食
べたりお正月のお供えにしまし
た。

小林　聖
せいや

弥ちゃん （３歳10ｶ月）
  平成14年２月５日生

小林　稜
りょうか

河ちゃん （２歳２ｶ月）
  平成15年10月25日生

【お父さん】　英樹さん　【お母さん】　久美子さん
【お住まい】　羽田地区

──────── ♥ご両親から♥ ────────                      

　２人のよき理解者でありたい。というのがパパと
ママの目標です。

阿久津　彩
さやか

香ちゃん （７歳５ｶ月）
　平成10年７月16日生

阿久津　哲
てつや

也ちゃん （４歳７ｶ月）
　平成13年５月20日生

【お父さん】　正道さん　【お母さん】　圭子さん
【お住まい】　犬田地区

──────── ♥ご両親から♥ ────────                      

　我が家の大切な姫と殿です。今まで、元気にすく
すくと育ってくれてありがとう。パパとママは、二
人の笑顔が大好きです。

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
を
ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所
秘
書
広
報
課（
☎
０
２
９
６　

　

-

58-

５
１
１
１
／
内
線
１
２
６
７
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

わが家の笑顔

真壁高等学校「花と緑の環境美化推進委員会」の皆さん

花
と

真
壁

花の手入れをする坂戸小学校児童

緑
の
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
で

高
等
学
校
と
坂
戸
小
学
校
が
表
彰


